
課題認識

【子どもが笑顔で育つ環境の実現】
・本人や家庭への支援が必要な児童・生徒に対し、こどもサポートネット事業の充実な
ど、社会全体で支える仕組みを強化するとともに、周囲の目が行き届きにくい就学前の
子育て世帯に対しては、切れ目のない相談やサポートが可能となるよう、見守り環境の
整備を進める必要がある。
・子育てに関する様々な支援や相談窓口、交流の場の機能充実を図るとともに、これら
に関する情報が、直接子育て世帯に分かりやすく効果的に伝わるよう、関係機関との連
携やすみのえ情報局やSNS等の活用など、情報にアクセスしやすい方法を検討する必
要がある。
【子どもたちの「生き抜く力」の育成】
・放課後等を活用した学習の場の提供や学習意欲の向上、学習習慣を身に付けるための
支援など、児童・生徒の学力向上に向けた取組を充実する必要がある。
・子どもたちが自分で未来を切り開いていけるよう、将来に向かって自ら挑戦する精神
や課題を解決する力を身につけたり、学習目的を見つけたりすることができる機会を提
供していく必要がある。

主な戦略
(課題解決の方策)

【子どもが笑顔で育つ環境の実現】
・妊娠・出産期、乳幼児期、学齢期、青少年期の各ステージに応じて切れ目なく子育て
をサポートするとともに、課題を抱える家庭や子どもへの支援などを行う。
・子育ての悩みをみんなで相談しあったり、子育てに関する有益な情報が確実で簡単に
入手できる環境の整備を進める。
【子どもたちの「生き抜く力」の育成】
・地域や民間との連携のもと、誰もが安心して勉強ができる環境の充実を図り、学習を
楽しむ体験をすることで、学習意欲が向上するよう促す。
・知識だけでなく、学ぶ意欲や、課題を見つけ解決していく力を養い、将来の夢や目標
に向かってチャレンジする気持ちとやり抜く力を育む。

アウトカム
指標

（経営課題の解決に向けた
進捗度合を示した指標）

【子どもが笑顔で育つ環境の実現】
・令和７年度末までに、区民アンケートで現在、子育てをしている人（妊娠中を含む）
のうち、「住之江区内で子育てについて相談ができる場があることを知っている」と回
答する割合 60％以上
・年間を通じて重大虐待事案が発生しない状態の継続

【子どもたちの「生き抜く力」の育成】
・令和7年度末までに、全国学力・学習状況調査等のアンケート結果で区内中学生への
「将来の夢や目標」に関する質問に対する肯定的な回答の割合　70％以上

17百万円 17百万円 7百万円

令和６年度　住之江区運営方針
（　所属長 ：藤井　秀明　）

「目標」「使命」及び「所属運営の基本的な考え方」

目標

・子どもから高齢者まで、住之江区で暮らし、学び、働くすべての人が、自分の将来に
夢と希望を持って、地域など、周りの人々と幸せに暮らすことができるまちをめざす。
・住之江区の名前の由来のとおり、住みよい区、すなわち“ｅ-ＳＵＭＩＮＯｅ”を
「めざす将来像」とする。

4決算額 5予算額 6予算額

使命

・地域と共に進めるまちづくり
　・区民意見の反映　・地域活動協議会、NPO、企業等の交流促進
　・若い世代との協働
・ＩＣＴを活用した情報発信の充実
　・分かりやすい広報　・多様な手法を活用した情報発信

経営課題１　子どもたちが輝くまちづくり

令和6年度
所属運営の
基本的な
考え方

・より安心して子育てができ、未来を担う子どもたちが夢と希望を持って学ぶことがで
きる環境づくり
・すべての人々が住之江区に愛着をもち、自分らしく暮らせるまちづくり
・自助、近助、共助、公助による備えのできた防災力の高い、安心して暮らせるまちづ
くり

重点的に取り組む経営課題

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

6年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績



経営課題２　すべての人が自分らしく暮らせるまちづくり

4決算額 76百万円 5予算額 77百万円 6予算額 76百万円

課題認識

【地域の活力と魅力の向上】
・企業・NPO・学校・地域交流会を開催するなどの支援により地域活動協議会の自律
度は着実に改善しているものの、引き続き、より幅広い人材、団体など、多様な主体に
よる地域活動及び主体間の相互連携の一層の活性化を図るとともに、地域の自主財源の
強化のためのサポートや、新たな地域活力を創出するためのICT活用など、地域活動協
議会の自律的な運営をより一層促進する必要がある。
・また、既存の地域イベントだけでなく、更なる地域の魅力の再発見や新たな魅力の創
出につながるよう、これまでの紙媒体での広報に加え、SNSなど多様な広報媒体を活
用し、地域の魅力の共有と発信が一層進むよう取り組む必要がある。
【支え見守りあう地域づくり】
・福祉関連施策をより着実に推進するとともに、多様化・高度化する社会環境に柔軟に
対応できるよう、関係機関との相互連携を一層強化するなど、支援を必要とする人に寄
り添い支える地域づくりを一層進める必要がある。
・地域福祉ビジョンや広報紙などによる啓発や、地域での見守りの担い手である「見守
りあったかネットサポーター」の養成、区社会福祉協議会との連携などによる地域福祉
の一層の充実を図る必要がある。

主な戦略
(課題解決の方策)

【地域の活力と魅力の向上】
・防災、防犯など安全・安心なまちづくりにかかる取組及び地域福祉、子育て支援、地
域コミュニティづくりなど、様々な活動が将来にわたって自律的により活発なものとし
て発展していけるよう、環境づくりを進める。
・自分の暮らす地域への誇りや愛着は、充実した日常生活を送るうえで重要であり、こ
うした機運を高めていくための環境や仕組みづくりを進める。
・地域活動協議会のめざすべき姿に向けて、地域の実情に即したきめ細かな支援を行
い、仕組みの定着を図ることで、より多くの住民参加による自律的な地域運営を実現す
る。
【支え見守りあう地域づくり】
・複雑化・多様化する福祉課題に対して、福祉関連施策を着実に推進するとともに、多
様な関係機関のネットワークの充実を図り、区民に寄り添い、誰もが安心して生涯が送
れるまちづくりを進める。
・住み慣れた地域で、誰もが自分らしく安心した生活が送れるよう、地域の中で互いに
支え合いながら、自分らしく活躍できるコミュニティづくりを進める。

アウトカム
指標

（経営課題の解決に向けた
進捗度合を示した指標）

【地域の活力と魅力の向上】
・令和7年度末までに、地域活動協議会の構成団体が、地域特性に即した地域課題の解
決に向けた取組が自律的に進められている状態にあると思う割合　90％以上

【支え見守りあう地域づくり】
・令和７年度末までに、区民アンケートで「生活している中で地域との「つながり」を
感じることがありますか」に対して、肯定的な回答をする割合　60％以上

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

6年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績



17百万円

経営課題3　安全・安心なまちづくり

4決算額 5予算額 6予算額8百万円 16百万円

アウトカム
指標

（経営課題の解決に向けた
進捗度合を示した指標）

【災害に負けないまちづくり】
・令和７年度末までに、区民アンケート で「お住いの地域または家庭で災害に対する
備えができている」と回答する割合　60％以上

【犯罪のない安心して暮らせる環境の実現】
・令和７年度末までに、区民アンケート で「安全・安心に暮らせるまちである」と回
答する割合　80％以上

課題認識

【災害に負けないまちづくり】
・阪神・淡路大震災において自力脱出困難者の大多数は家族・近隣住民に救出された経
験を踏まえ、「自助」「近助」に対する一層の意識の向上が必要である。
・大阪市防災アプリや避難カードなど、効果的な手法を積極的に活用しながら、自助・
近助・共助による防災力の向上と多数の人材育成により一層取り組む必要がある。
・避難場所の拡充と避難所での物資の充実、災害に関する情報や避難所の所在を分かり
やすく示す表示板整備など、減災のための環境を一層整備する必要がある。
【犯罪のない安心して暮らせる環境の実現】
・各種キャンペーンや出前講座などを通じ、増加傾向にある特殊詐欺などの巧妙化する
犯罪手口に関する情報の普及や注意喚起など、防犯意識向上に向けた意識啓発を、より
一層進める必要がある。
・青色防犯パトロールカーの巡回やキャンペーン活動、防犯カメラの適切な維持など、
街頭犯罪防止のための環境整備に引き続き取り組む必要がある。

主な戦略
(課題解決の方策)

【災害に負けないまちづくり】
・災害への知識を深め事前に備えることで、一人ひとりが災害に対応できる、自助・近
助・共助による防災力を高める。
・災害時に身の安全が確保できる避難場所の拡充を図るとともに、一人ひとりが避難行
動を円滑に行えるよう環境を整える。
【犯罪のない安心して暮らせる環境の実現】
・ひったくり、路上強盗などの街頭犯罪や還付金詐欺、オレオレ詐欺などの特殊詐欺等
の犯罪に対する正しい防犯知識の普及と防犯意識の醸成により、犯罪を寄せ付けないま
ちづくりを進める。
・警察などの関連部署や地域との連携のもと、みんなの目が行き届いた、犯罪が実行さ
れにくい安全・安心なまちをめざす。

今後の方針

自己評価
（運営方針全体
の定性評価）

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

6年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績


